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T.3262の 外科領域感染症に対す る検討

山 本 博 ・内 田 敏 文 ・香 月 正 嗣 ・山 崎 壮 ・一 ・志 村 秀 彦

福岡大学医学部第一外科学教室*

外科 領域感染症患者9例 にT.3262を1日300～450mg分2～3で 使用 した。 起炎菌 を検出 し

たのは5例 から6株 で あ った。 Staphylococcus aureus  3株, coagulase (-) Staphylococcus

1株, Escherichia coli  1株,お よび Bacteroides fragilis  1株 で, S. aureus  2株, coagulase

(-) Staphylococcus, E. coli は除菌 された。S. aureus の1株 は菌数の減少をみたが, B. fragilis

は存続 した。

感染症別 では 療疽1例 は有効,蜂 窩織炎5例 では著効1例,有 効4例,肛 門周囲膿瘍1例 は有

効,術 後創感染1例 は有効,術 後腹腔内感染1例 はやや有効 で,有 効率は9例 中8例 で88.9%で

あ った。

副作用お よび臨床検査値異常はみ られなか った。
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T-3262は 富 山化 学 工 業 株 式 会 社 で 新 し く開 発 さ れ た

new quinoloneに 属 す る抗 菌 物 質 で あ る。 そ の構 造 は

1,8-ナ フチ リ ジ ン環 の1,7位 に そ れ ぞ れ2,4-ジ フル オ

ロ フ ェ ニル基 及 び3一 ア ミノ ピ ロ リジ ニ ルi基を 有 し て い

る。 この 物 資 は グラ ム陽 性 菌 を 始 め グ ラ ム陰 性 菌,嫌 気

性 菌 に 対 し広 範 囲 な抗 菌 ス ペ ク トラ ムを 持 ち,そ れ ら の

細 菌 に 対 して 強 い抗 菌 力 を示 し殺 菌 的 に 作 用 す る。 内 服

後 の 血 中 濃 度 は 高 く,主 に尿 中 に排 泄 され るが,こ の 物

資は Staphylococcus aureus, Streptococcus, Ente-

rococcus な どの グラ ム陽 性 菌,ブ ドウ糖 非 発 酵 グ ラ ム

陰性桿菌,さ らに嫌気性菌 Peptostreptococcus, Bacte-

roides fragilis な どに 対 して 従 来 の ピ リ ドソ カル ボ ソ

酸系抗菌剤 よ り強い抗菌力を示す とされ ている。 また毒

性試験,一 般 薬理試験で は 高 い 安全性が認めら れ る一

方,中 枢神経作用,関 節毒性は弱 く臨 床上 にもそ の有用

性が期待 され てい る1)。

本剤 の化学構造をFig.1に 示 した。

われ われは このT-3262の 供与を受け,外 科領域感染

症9例 に使用す る機会を得たので報告する。

Fig. 1. Chemical structure of T-3262.

1.実 験 方 法

1)対 象お よび方法

対象は昭和62年1月 か ら同年8月 までに福岡大学第

一外科に於いて診療 した外科領域感染症患者である
。入

院2例,外 来7例 で12歳 か ら73歳 の男性4例,女 性

5例 の計9例 であ った。投与量 は12歳 の1例 のみ1日

300mg(分2),他 の8例 は1日450mg(分3),投 与

日数は5日 か ら10日,総 投与量 は2.259か ら3.159

であった。

2)効 果判定基準

臨床的効果判定の基準は次の通 りとした。

著効:自 覚的所見 の消失,他 覚的所見 の正常化および

起 炎菌 の陰性化 の い ず れ も が5日 以 内に認められた場

合。

有効:上 記3項 目の うち2項 目に改善 あ るい は正常

化,陰 性化がみ られた場合。

やや有効:上 記3項 目の うち1項 目に改善,正 常化

陰性化 がみ られた場合。

無効:上 記3項 目のいずれに も改善がみ られず,ま た

は増悪 した場 合。

II.成 績

1)臨 床 効果

臨床症例の一覧をTable 1に 示 した0以 下に各症例

の概略を述べ る。

症 例1Y.1.,61歳,女,右 第1趾 療疽

5年 前 から時 に右第1趾 に疼痛,腫 脹が あ り抜爪をう

けた こともあったが,昭 和62年 に入 り同趾の発赤,腫
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脹,疼 痛を来た した。 本剤450mgを7日 聞投与した。

起炎菌の分離には成功 しなか った。7日 目発赤,疼 痛,

局所 熱感は消失 したが腫脹お よび 分泌物が な お残存し

た。有効 と判定。

症 例2K.S.,27歳,女,左 第1趾 蜂窩織炎

昭和62年8月 左第1趾 の発赤,腫 脹,疼 痛があり,

爪 の内醗を伴い,そ の後 も時に急性炎症 の再燃を見てい

たo当 科受 診時爪外 側に不 良肉芽があ り膿性分泌物をみ

とめたo同 趾 は全体 として発赤,腫 脹 し疼痛を訴えた。

本剤450mgの 投与で3日 目発赤は著 明に改善 された

が,腫 脹,疼 痛は ほとんど軽快をみなかった。 しかし5

目目には腫脹,疼 痛 ともに著明に改善された。有効と判

定0

症 例3S.1.,60歳,男,右 第4,5趾 間膿瘍,

右足背部蜂窩織炎

右第4,5趾 間に疼痛を来た した後次第に拡がり,足

背部 まで発赤,腫 脹が及ぶに至 り趾 間には膿瘍を形成し

た。膿瘍を切開 し本剤450mgを 投与 した。2日 目には

著明 に改善,5日 目発赤,腫 脹をみず,創 は治癒に至っ

た。膿か らはcoagulase(-)Staphylococcsを 検出し

た。著効 と判定。

症 例4Y.S.,28歳,女,右 第1趾 蜂窩織炎

昭和61年11月 頃から右第1趾 の疼痛があ り化膿を呈

す るに至った。他医で一 部抜爪を受け,さ らに湿布,包

帯交換な どを受けていたが62年1月 増悪傾向があり当

科を受診 した。同趾爪外側 に不良肉芽がみられ発赤,腫

脹,疼 痛,熱 感 等の急性炎症所見著明で あ った。本剤

450mgを7日 間投与 した。 局所の発赤,圧 痛は消失し

腫脹 も軽快 した。 本例 からも起炎菌の分離は成功 しなか

った。有効 と判定。

症 例5Y.0.,22歳 女,左 下腿蜂窩織炎

昭和57年 か らS.LE.で ステロイ ド投与を開始,現

在 プ レドニン1日30mgを 維持量 として投与されてい

たが,1週 間前から左下腿 に小 さな痴を形成 し,次 第に

増悪す るため当科を受診 した。 受診時,左 下腿に6×4

cmの 著明な 発赤 と 中心部に3×2cmの 硬結があり,

局所の熱感,疼 痛高 度であった。本剤450mgを7日 間

投与 した。3日 目軽度の波動 を認め切開,少 量の排膿が

あったが,起 炎菌を検 出 し得なか った。5日 目分泌物を

少量認め るも発赤,硬 結 とも著明に改善 し疼痛 もみとめ

な くなった。 有効 と判定。

症 例6S.T.,12歳,男,右 殿 部蜂窩織炎,右 股

リンパ節炎

右鼠径部の腫瘤形成 と疼痛を主訴 として来院 した。殿

部に3.5×3cmの 硬結が あ り,同 部の発赤,疼 痛をみ

とめた0股 リソパ節炎を伴 う殿部蜂窩織炎 と して本剤
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Table 2. Laboratory findings before and after T-3262 treatment

B: Before A: After

300mgを 投与 した。4日 目リンパ節は な お腫脹を認め

るも圧痛は 消失 し殿 部の発赤,腫 脹 は著 明な 改善を み

た。分泌物からS.aureusを 検出 した が,投 与後除菌

された。検出菌は メチシ リン耐性 ブ菌であったことが注

目され る。有効 と判定。

症 例7S.H.,29歳,男,肛 門周 囲膿瘍

1週 間前から肛門部痛が あ り,次 第に増強するため受

診した。肛門7時 方向に2×1cmの 波動を呈す る腫脹

がみられ周辺の発赤,疹 痛が高度 であった。切開排膿 し

本剤450mgを7日 間投与 した。5日 目分泌は陰性化 し

腫脹,疹 痛 とも軽快 した。 膿からはEscherichia coli

及びE.fragilisが 検出された。有効 と判定。

症 例8K.K.,73歳,女,術 後創感染

昭和61年7月 全身に皮疹が 出現 し,類 天庖瘡 と診断

され,そ れ以来ステロイ ドの投与を受け ていた(総 量:

プレドニンとして1,415mg)が 胆嚢 内お よび総胆管 内

に結石を発見され,ス テロイ ドを暫減 し,内 視鏡的な十

二指腸乳頭切開術を受 けた あと12月26日 胆嚢摘出術 を

施行 した。術後創感染のため皮下膿瘍を形成,切 開排膿

を行ない本剤450mgを7日 間投与 した。 ステロイ ドの

影響のためか創の治 癒 も遷 延 した。 投与前S.aureus

(卦)を 検出,投 与後S.aureus(+)と 菌量 の減少 をみ

とめた。局所所見は軽度改善に止 まった。 検出された黄

色 ブ菌はTable1に 示す様に 多剤耐性 であった。 やや

有効と判定。

症 例9 S.M.,57歳,男,術 後腹腔内感染

慢性膵炎で開腹したが,創 の治癒状態は不 良で創感染

とともに腹腔内感染を来た した。S.aureUSを 検 出し,

本剤450mgを7日 間投与 した。 腹腔 内か らの分泌物は

残ったが,菌 は陰性化 した。有効 と判定。

2)副 作用 ・臨床検査値

本剤投与時臨床症状を呈す る如 き副作用 は全 くみ とめ

られなかった。

臨床検査値 については外来治療が多 く,入 院 の2例 に

ついてのみ検索が可能 であった。投与前後 の値はTable

2に 示 した。

症例8で 本剤使用前後GOT41→67,GPT40→781U/1

と上昇 した(正 常値GOT401U/1以 下,GPT401U/1以

下)。 使用前いずれの値 も正常上限近 くであった もの が

本剤使用後軽度上昇をみた もので ある。本症例 では 手術

前か ら原疾患であ る胆嚢胆管結石症 による と思わ れる変

動がみ られてお り本剤 の関 与は否定的 と考 えている。そ

の後正常範囲に復 した。

III.考 察

近年new quinoloneと 呼ば れ るピ リ ドンカル ボ ン酸

系 の抗菌 物質 が次 々と開発 され て い る がT-3262は,

1,8一ナ フチ リジン環 の1,7位 に2,41ジ フル オ ロフ ェー

ル基及び3一 ア ミノピロリジニル基を有す る 新 しい ピ リ

ドンカル ボ ン酸系抗菌物質 である。 この物質 は経 口投 与

によ り腸 管か ら吸収 され,高 い血 中濃度を 保 ち10ng

actingで 主に腎か ら尿中に排 泄 され る。 また広い抗菌

スペ ク トルを持 つ ことも特長の一つで グラム陽性菌 をは

じめ グラム陰性菌,嫌 気性菌に対 して も強い抗菌力 を示

して いる1)。

そ の抗菌 力は 同系 の 二 品 一 キ ノ ロ ン系 薬 剤 で あ る

CPFX,NFLX,OFLX等 と比較 してS.aureus,MRSA,

Streptococcusを 始め とす る グラム陽 性菌群に対 してす

ぐれてお り2,3),グラム陰 性菌群に対 してはCPFXと ほ

ぼ同等の優れた感受性を有 してい る2)。

我 々は本剤 を9例 の外科領域感染症 に対 して 使 用 し

た。す なわ ち療疽1例,蜂 窩織炎5例,肛 門周 囲膿瘍1

例,術 後創感染1例,術 後腹腔 内感染1例 である。 これ

らの症例 か ら細菌 を検 出 したのは蜂窩織炎2例,肛 門周

囲膿瘍1例,術 後創 感染1例,術 後腹腔内感染1例 の計

5例 であ った。蜂窩織炎の1例,術 後創感染,術 後腹腔

内感染の例 ではS.aureusを 検 出 した。 この うち2例

は除菌 され,残 る1例 では菌数 の減 少を見 た。総 合臨床

的 には除菌 され た2例 では有効,菌 数減少の創感染例で

はやや有効 であ った。 しか しこの症 例は類天疸瘡の診断

で約3ヵ 月の間に プ レドニン1,415mgが 投与 され,手

術 のため投与量を暫減 し中止 して後 に胆石症 のため 内視

鏡的十二指腸乳頭切開を行 い、そ の後胆嚢摘 出術を施行

した もので,創 の治癒傾 向も不 良であ った症例 である。

蜂窩織炎の他の1例 か らはcoagulase(-)Staphylo-
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ooccusを 検 出 したが,こ の例 では除菌 され 臨床的 に は

著効 であった。肛門周囲膿瘍の例 ではEcoliを 検 出 し

たが,切 開 を加 え本剤 の投与 によ り除菌 され て臨床的 に

も有効 であった。

療疽 の1例 では菌検出は不成功 であ ったが,臨 床的 に

は有効 であった。蜂窩織炎の他の3例 でも菌 は分離出来

なか ったが,臨 床的には何れも有効 であった。 この うち

1例 はS.L.E.で 長年ステ ロイ ドの投与 を受け て い た

もので,本 剤使用時に も維持量 としてプ レ ドニンを1日

量301ng内 服 していたに もかかわ らず,本 剤 は よく効

果 を示 したのが注 目され る。

我 々が経験 した症例 は少 ないが,総 合臨床 的には9例

中8例 が有効以上 で,有 効率は88.9%で あ った。細菌

学的にはS.aureus 3株 中2株 が消失,coagulase(-)

Staphylococcus,E.coli各1株 も消失 した。 残存 した

S.aureusも 菌数 の減少がみ られた。 我 々が 検 出 した

S.aureusの3株 の うちmethicillinに 対 し1株 は耐性
,

2株 は 中等 度 感 受 性 を 示 して い た。 これ らの株 に対 して

消失2,菌 数 減 少1を 示 した の は評 価 して もよい と思わ

れ る。B.fragilisの1株 は 不 変 で あ った 。

本 剤 は 副 作 用 の 点 で も問題 は な く,外 科領 域感染症に

対 して 有 用 な薬 剤 で あ ろ う と考 え られ る。
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T-3262 IN SURGICAL INFECTION

HIROSHI YAMAMOTO, TOSHIFUMI UCHIDA, MASATSUGU KATSUKI,

SOICHI YAMASAKI and HIDEHIKO SHIMURA

First Department of Surgery, School of Medicine, Fukuoka University
7-45-1 Nanakuma, Jonan-ku, Fukuoka 814-01, Japan

T-3262, a newly developed quinolone, was administered orally to patients with surgical infection
at a daily dose of 300-450 mg and clinically evaluated.

The results are summarized as follows.
1) T-3262 was given to 9 patients: 1 with felon, 5 with phlegmon, 1 with periproctal abscess, 1

with postoperative wound infection and 1 with postoperative intraabdominal infection. Clinical results
were excellent in 1, good in 7 and fair in 1. The efficacy rate was 88.9%.

2) Bacteriologically, 3 strains of Staphylococcus aureus, 1 of coagulase (-) Staphylococcus, 1 of
Escherichia coli and 1 of Bacteroides fragilis were isolated. Two strains each of S. aureus, coagu-
lase (-) Staphylococcus and E. coli were eradicated. One strain of S. aureus decreased and B.ffra-
gilis was persisted.

3) No side effect was observed.


